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短 報 考えにくいと思われる。
したがって，本種が下条川に定着している可能性は
ほとんど無いと言って良い。また，富山県の他の地区
でも現在本種の定着は確認されていない。
なお，コウロエンカワヒバリガイの存在も富山湾か
らは知られていない。
富山県で．初めて発見されたカワヒバリガイ＊
宮本望
〒930富山市梅沢町1-4-1？
蕊,鵬一一《"､
布村昇
富山市科学文化センター
＝
??↑
???
近年，東アジアからわが国の琵琶湖などの淡水域に
カワヒバリガイが入り，各地に広がっていることが知
られている。従来，富山県で本種の生息が知られてい
なかったが，この度，射水郡の下条川で初めて記録さ
れた。また，わが国には近縁で海産種のコウロエンカ
ワヒバリガイLjw"”gγ"〃んγ"“gj〃ん"c〃〃（Habe）
の存在も知られているが，今回の標本は前者であるこ
とが判明した。
???
イガイ科Mytilidae
カワヒバリガイL""”97"fz/t)”"g"b戒"”(Dmker）
標本：TOYA－Mo65129～65132
採集地：富山県射水郡小杉町戸破西楠町
下条川高寺橋下流
採集年月日：1995年10月2日
採集者：河合要
水深：1.2m
塩分濃度：1.50-260％
生息状況；下条川の確認地点の近辺ではウグイをはじ
め，ギンブナ，マハゼ，ウロハゼ，メナダ，ワカサギ≦
メダカ，シマイサキ，ヒイラギなどの魚類，アメリカ
ザリガニ，テナガエビ，モクズガニ，クロベンケイガ
ニなどの甲殻類，クサガメ等が知られている。
淡水性の動物に混じって海水もしくは汽水性の動物
の見られること，県内では非常に少なくなったテナガ
エピが見られたこと等が特徴であろう。
カワヒバリガイは流木に付着していたものであり，
富山新港に入った輸入材や小型船舶から偶発的にはず
れ，下条川に流れ込んだものでないかと考えられる。
人為による移入や水鳥の脚に付着した可能性もあるが。
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